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水の怖さを知る

　当日は18名の方が参加され、２カ所の訪問研修なの
で、８時過ぎに集合しバスガイド付きのバスで一路、

「さすてな京都（京都市南部クリーンセンター）」に向
かいます。ここは、４年前に竣工した京都南部の清
掃工場です。清掃工場と言うと、暗くて臭いというイ
メージがありますが、とんでもありません。
　まず、見学者向けのレクチャーを受けます。素敵な
女性の方が懇切に説明してくださいます。見学コース
に沿って歩きます。ここの工場の柱は、1．焼却　2．
発電　3．バイオガス　4．選別資源化です。この焼却
のコントロールの管理室も見学しましたが、24時間体
制で３人がディスプレイをにらんでいました。
　午後は、伏見にある「京都市市民防災センター」を
訪問しました。ここで、オリエンテーションを受講し
た後、映像体験をしました。立体的な映像構成になっ
ており、本当に水害体験をしているようです。その後、
震度７の地震体験をします。実際に体験してみるとそ

の衝撃が体得できます。その後、ドアを使った水圧体
験や煙体験もしました。最後に消火器を使って消火体
験をして、体験コースは終了しました。大変に工夫が
されており、今回の研修は今後の防災の仕事に参考に
なりました。自宅にたどり着いたのは、午後６時。じっ
くりと視察研修をした一日でした。
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　令和５年度生駒市自治連合会全体集会を５月14
日、小紫雅史市長を来賓に迎え、たけまるホールで
開催しました。
　森岡文夫自治連合会長のあいさつに続いて、多年
にわたり自治組織の発展と市民福祉の向上に自治会
長として貢献された方々に小紫市長から市表彰状
が、森岡会長から連合会表彰状・感謝状が贈呈され
ました。
　市長からの祝辞後、令和４年度の事業報告および
決算、令和５年度の役員紹介、令和５年度の事業計
画および予算について報告が行われました。
　全体集会終了後は、各地区連合会に分かれて地区
連合会活動に係る協議や意見交換が行われました。

令和５年度
生駒市自治連合会全体集会を開催

自治連合会県外研修報告北地区 
真弓南自治会会長　飯尾　昇

７月８日（土）
京都方面

これから研修がはじまります

さすてな京都、見学を終えて
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地域通貨－まちづくり研修

　地域通貨は、日本円と異なり、特定の地域だけで、
財やサービスを自発的に交換するための媒体です。
2000年頃から、これを、「共助のまちづくり」の切り
札として市民団体やNPOが主体となって発行され、 
2019年頃までに、全国で約650ヵ所で地域通貨が発行
されましたが、運営の難しさがうかがわれ、現在約
200ヵ所で発行・運用されています。
　時代と共に、事業主体は、行政、商店街、銀行など
と多様化して、目的も共助から経済活性化への変化も
あり、日本円に換金できる地域通貨も誕生しました。
さらに地域通貨のやり取りもデジタル化が進み、地域
通貨のソフト・システムを提供する会社も生まれまし
た。今も年に約10地域で新しい地域通貨が誕生してい
ます。
　コミュニティ形成と共助のまちづくりは、東地区に
おいても重要課題のひとつです。多様化した地域通貨
の一端を学習することで、東地区での活用を考えるた

多世代交流のまちづくりを学ぶ

　６月17、18日恒例の中地区自治連合会研修が開催さ
れ13自治会が参加。梅雨も中休みで晴天に恵まれ有意
義な交流と学びの場となった。
　１日目は、生駒市中地区地域住民によるさらなる多
世代の交流、より住みやすい中地区を目指し、街づく
りに先進的な取り組みをしている岐阜県関市の“関市
まちづくり協議会”を訪れ、街づくりのヒントを得る
事を目的とし視察と意見交換を行った。
　木曾三川に育まれた関市は刃物の街で知名度がある
がその文化や伝統を守りそれを観光資源としており地
域の魅力を最大限に引き出し、持続可能な発展を目指
す取り組みが進められていた。
　また地域住民が参加して、地域の課題解決や地域づ
くりを推進するために地域委員会が10年前に発足。自
治会とは別組織で地域住民が自主的に参加するボラン
ティア組織となっており多少ハードルの高さも感じた
が、地域住民の参画やコミュニティ形成を重視してお
り街づくりの意思決定プロセスにも興味をかきたてら
れた。
　この研修を通じて、中地区における街づくりの課題
や取り組みについて多くの示唆を得ることができた。

めの研修でした。鳥取県智頭（ちづ）町の「杉小判」
と町のコイン「てご」、鳥取市城北地区社会福祉協議
会の「城（じょう）」。それぞれに目的が異なる地域通
貨でしたが、すべて「まちづくり」に直結したもので
した。津山圏広域消防本部・防災学習センターでの地
震・煙体験も含め有意義な研修となり、課題解決に向
けて、新たな検討が始まります。

自然に恵まれた環境、伝統と文化、人材など我が生駒
でもリソースは十分足りており、またそれらをベース
とした街おこしや文化活動も既に多数点在している。
この点と点を結び線とし、更に面にまで広げていくこ
とで街づくりの新たな視点やアイデアが生まれること
は必至であると感じた。
　２日目は地震断層観察館を視察。そこでは、明治24
年に起きた濃尾地震の震源地となった旧根尾村に出現
した国指定特別天然記念物の根尾谷断層の実物を前
に、語り部さんの話を聞き、震度６の揺れを体験した。
防災研修として、実際に被害を目の当たりにしたこと
は、今後の地域での防災を考えていくうえで有意義な
体験となった。

自治連合会県外研修報告

自治連合会県外研修報告

東地区 

中地区 

月見町第２ガーデンハイツ自治会会長　梅田　四郎

元町 2丁目自治会副会長　志村　高弘

６月12日（月）　　
～13日（火）

鳥取・岡山方面

智頭町　石谷家住宅にて

関市まちづくり協議会にて
意見交換

地域通貨「城」

地震断層観察館にて見学

６月17日（土）　　
～18日（日）

岐阜県関市方面
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　７月３日月曜日、あすか野幼稚園にて避難練習が実
施されました。あすか野幼稚園では、あすか野防犯防
災会と合同で年に２回、避難練習が行われています。
今回は奈良で地震が発生したことを想定して、非常ベ
ルが鳴った後、シェイクアウト訓練を実施、おさまっ
た所で防災頭巾をかぶり、園庭の真ん中に避難します。
そこへ防犯防災会のメンバーが駆け付け、トランシー
バーで周囲の安全確認を行います。特にあすか野幼稚
園は裏手に山があるので、土砂災害が発生していない
か等、防犯防災会のメンバーが確認をして、園長へ報
告します。あすか野防犯防災会では月に３回、地域の
安全パトロール、防犯カメラの稼働状況点検等を行っ
ており、街の安全・安心を守り続けておられる皆さま
で、高齢化は進んではいますが、経験と知恵、思慮深
さ等、災害時に発揮される能力は素晴らしいものがあ
ります。周囲の安全が確認されたら隣のあすか野小学
校へ避難を開始します。園児にとっては段差のある非
常階段を防犯防災会のメンバーが見守る中、みんな頑
張って登り、無事にあすか野小学校へ避難する事が出
来ました。あすか野幼稚園では毎月、避難練習を実施
されているとのお話で、普段は賑やかな園児たちも避
難練習では誰一人おしゃべりせず、みんな真剣に練習
をしており、その姿に感心させられ、また、学ばせて
頂きました。最後に講評で防犯防災会のメンバーから
〇（マル）のお墨付きをいただき、今回の避難練習は
無事に終了しました。

あすか野幼稚園避難練習（あすか野防犯防災会と合同練習）
あすか野自治会会長　　池田　圭三

　待ちに待ったわが自治会のイベントの一部が開催出
来るようになりまずは、昨年12月18日に餅つき大会を
行いました。まず準備・手伝いをしていただく方々に
集まって頂き、開催準備を進めていきました。購入の
お願いも含め、前日にも多くの人の力を借り、もち米
を洗い準備し当日ベテランの方々のお手伝いをして頂
きもち米をむす作業を行いました。今後に向けての勉
強となりました。
　当日は、杵と臼を使いついたお餅つきを知らない子
供達が目を輝かせて見ていました。出来上がったお餅
を色々な食べ方で食べまくる、子供たちもお餅つきを
行いそれを親子で食べていました。サンタクロースか
らのお菓子のプレゼントをもらい子供たちは盛り上が
り、大人達は飲んで食べて親睦を深めることが出来ま
した。その際に次年度の行事予定をお知らせして参加
の呼びかけをしました。
　上記で記載いたしました通り多くの自治会のメン
バーに参加して頂き多世代の交流も行えました。
　続いて今年 6月11日の歩こう会は、自治会のお地蔵
さんから山麓公園までハイキングを行い公園でのバー
ベキューパーティー開催の予定でしたが、あいにく当
日は雨の予報なので集会所での開催となりました。
前日に役員でのテント張り（ブルーシート）、その他
の作業を行い準備しました。当日バーベキュー会場
設営が完了し、多くの人達、特に子供連れの若い世
代が続々と来られ総勢約70名でにぎやかに過ごしま
した。

　子供会がなくなり、夏休みのラジオ体操もなくなり
ました。子ども達に喜んで貰えるものはないかと、い
つも思っています。
　竜田川の桜は、私たちの想像以上に、川辺に見事に
咲きほこるさまや、川面の花筏も、近郊の人たちの評
判は素晴らしいものです。
　そうだ、さくらまつりを…………
　催し会場の問題、スタッフの問題もありましたが、東
生駒グリーンマンション、中菜畑１丁目、２丁目の３自
治会、ソフトボールクラブ、民生児童委員と共同の会議
が始まりました。当初は、子ども達だけとの計画でしたが、
お母さん、お父さん、お年寄りを交えてと内容が広がり、
ワークショップの話が出てきて盛り上がってきました。
　「折り紙で遊ぼう」、「手作りおもちゃ」、「ゲーム」
にキッチンカーの登場、そしてパネルや、オリジナル
のぼりも出来上がってきました。
　警備担当を含めて41名のスタッフが集まった当日
は、幸運にも雨が上がり七分咲きの桜は素晴らしいも
のです。
　初めての試みでしたが、人出のピークは三回あり、
入場者数 932 名、その内子ども達が 423 名と予想以上
の賑わいでした。
　ワークショップは、教える人、教えられる子ども達
と触れ合いが広がり、一つ一つの結び目が網になって、
多世代交流の貴重な体験ができました。折り紙、手作
りおもちゃを手にして帰る笑顔の子ども達、ティー
チャーのお母さん、お父さん、そしてお年寄りは意気
軒昂で若返っておられます。
　公務ご多用な中、市長もご来場頂き、ステップアツ
プ企画にも応募致しました。
　有意義な一日を終えて、来春はワークショップの充実
をと考えています。そして新たな試みを
プラスして、東地区連合会の催しに拡
大していきたいものだと思っています。

餅つき大会・バーベキュー
軽井沢町自治会会長　　上田　章義

　正直なところとても難しいと感じました。役所の机
の上で考えられた複合型コミュニティなるものを自治
会で作る話のことです。性別も年齢も生きている環境
も時間の使い方も好きなこと、嫌いなことも全く異な
る人たちが交流出来る場所を作り、それを毎月続けろ
と言う…
　それでも、研修を受けて少しずつ理解し、プレゼン
原稿を作るために何度も話合い、自分たちの町に足り
ないこと、自分たちの町にしか無いものを考え尽くし
た1年半。生駒台では「買い物」「食べること」「遊ぶ場所」
の３つのテーマでプレゼンをしました。補助金支給が
決まってからは、実行するための作業が始まります。
今までの11名の役員に加えて34名の班長を巻込み３つ
のテーマに広報チームを加えた４つのチームで作戦会
議です。実施するイベントは各チームに全てを委ね予
算を割当てました。1 回目当日はキッチンカーの日程
が合わず、自分たちで食べものを提供してくれるお店
を探しました。協力してくれたのは、ザジカヌレさん
とまるかつさん。七夕飾り様に用意したのは、高山竹
林園より提供してもらった朝摘み笹。隣の和室では寄
付で集めた懐かしいおもちゃで子どもたちが楽しみま
した。大人と子どもの卓球対決も見応え有りました。
　現役の男性に来てもらう。1 人暮らしの高齢者に来
てもらう。など本来の目的からすると今回のイベント
は 40 点くらいだったかもしれません。けれどボラン
ティアスタッフ全員が楽しんで働いている姿を見られ
たことはとても大きな収穫となりました。

まちのえきづくりに挑戦
生駒台自治会会長　　向　静香

一つ一つの結び目が網になって
中菜畑２丁目自治会会長　　伊藤　征史郎

　去年の12月25日に内覧会を実施し、今年の１月15
日から自治会員に開放し５ヶ月が経過しました。
　内覧会では老若男女の方々が多数ご来場頂き、館内
利用について色々な質問があり会館への期待をひしひ
しと感じました。私達役員は、生まれ変わった自治会
館は常に利用 · 活用されている、そして通り掛かりや、

いつ足を運んでも館内から会話が聞こえる様な、自治
会員さん同士の会話の花が咲く「集いの場」としての
会館を創り出す事を目指します。
　早速、参加したいイベント、催しについてアンケー
トを実施した結果は１卓球、２麻雀、３カラオケが上
位を占めました。小瀬町自治会では上記の３事業と、
子育て支援の４事業に取り組むことに決めました。
　ご存知の通り生駒市には複合型コミュニティ支援補
助金制度があります。そこで小瀬町自治会では、各種
４事業の真ん中にカフェサロンを置くことにし、この
補助金制度にエントリーしました。各事業とカフェサ

ロンの複合型コミュニティをする事により、各事業の
参加者同士のコミュニケーションや親睦を深めること
になる場になる、という思いがありこのサークルにし
ました。
　小瀬町自治会では、自治会コミュニティは会員さん
同士のコミュニケーションが最重要ツールという思い
があります。そして今後積極的に取り組んで行きたい
のは、子育て支援事業です。小瀬町自治会には、30
名の０歳から３歳までの子供さんがおられます。生駒
市と連携して「赤ちゃん本舗」や図書館の出張などの
楽しい催しを開催したり、子育て中のママさんたちに

カフェサロンで交流してもらう。
　核家族化が進む中、子育中の方は自治会館に行けば
同世代のママさ
んがいるので楽
しい事、不安な
事いろんな相談
ができる、「つ
ながる場所」に
なるようにして
いきたいと考え
ています。

新しくなった自治会館の目指す姿
小瀬町自治会会長　　田中　康博

聖地　南山城－奈良と京都を結ぶ祈りの至宝－

歩こう会の雨天中止で、集会所でのバーベキュー 餅つき大会での様子 ３月２５日　桜満開！
折り紙を使った

多世代交流

新築の小瀬町自治会館 自治会館利用の様子

みんなが参加したくなる自治会活動 ～多世代交流を増やそう～
「今年度の自治連合会のテーマに沿って各地区での取り組みを紹介します」

３自治
会　　

　　合
同開催

！

（東生駒
ｸﾞﾘｰﾝﾏﾝ

ｼｮﾝ･中菜
畑１丁目

・中菜畑
２丁目）
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傍 示
獅 子 ケ 丘
庄 田
大 北
久 保
宮 方
　 芝 　
ひ か り が 丘
鹿 畑 町
鹿ノ台自治連合会（鹿ノ台東３丁目）
鹿 ﾉ 台 東 1 丁 目
鹿 ﾉ 台 東 2 丁 目
鹿 ﾉ 台 東 3 丁 目
鹿 ﾉ 台 西 1 丁 目
鹿 ﾉ 台 西 2 丁 目
鹿 ﾉ 台 西 3 丁 目
鹿 ﾉ 台 南 1 丁 目
鹿 ﾉ 台 南 2 丁 目
鹿 ﾉ 台 北 1 丁 目
鹿 ﾉ 台 北 2 丁 目
鹿 ﾉ 台 北 3 丁 目
美 鹿 の 台
う ぐ い す 谷
上 町
真 弓 1 丁 目
真 弓 2 丁 目
真 弓 3 丁 目
真 弓 4 丁 目
真 弓 南
北 大 和 1 丁 目
北 大 和 2 丁 目
北 大 和 3 丁 目
北 大 和 4 丁 目
北 大 和 5 丁 目
上 町 台
あ す か 野
あ す か 台
白 庭 台
南 田 原 町
星 和 台
新 南 田 原
西 白 庭 台 1 丁 目
西 白 庭 台 2 丁 目
西 白 庭 台 3 丁 目
北 田 原 町
小 明 町
小 明 台
新 生 駒 台
松 美 台 東
松 美 台 西
生 駒 台
セ ン ト ポ リ ア 生 駒
俵 口 町
喜 里 が 丘
南 喜 里 が 丘
喜 里 池
ライオンズマンション俵口
東 松 ケ 丘
西 松 ケ 丘
光 陽 台

上 武 　 勝 喜
野 宮 　 武 俊
谷 村 喜 代 次
井 上 　 充 生
森 本 　 　 忠
山 岡 　 孝 敏
岡 田 　 章 嗣
福 中 　 香 行
黒 田 　 　 勤
田 口 　 信 義
太 田 　 好 三
渡 邉 　 貴 夫
工 藤 　 晃 弘
泉 　 　 健 治
中 川 　 浩 光
福 岡 　 健 吾
髙 梨 　 稔 久
味 村 　 英 司
田 尻 　 律 子
水 本 　 桂 輔
平 尾 　 英 城
藤 本 　 芳 明
山 川 　 誠 治
中 本 　 尚 広
酒 井 　 貴 史
高 橋 昌 太 郎
井 内 　 高 夫
小 野 　 哲 朗
飯 尾 　 　 昇
木 戸 　 直 子
藤 村 　 倶 之
畑 　 　 竜 也
横 山 　 信 幸
西 岡 　 正 明
辻 　 　 貴 也
池 田 　 圭 三
米 田 　 岳 史
阪 本 　 隆 利
坂 上 　 　 弘
水 田 　 明 美
石 田 　 悦 子
角 前 真 記 子
岡 持 　 篤 史
北 見 　 英 策
中 畑 　 英 一
前 田 　 　 昇
寺 川 　 博 之
吉 尾 　 幸 雄
綾 部 　 政 浩
田 村 　 勝 彦
向 　 　 静 香
北 尾 　 宏 幸
櫻 木 　 茂 伸
吉 村 　 栄 美
片 山 　 博 昭
本 田 　 裕 子
長 﨑 　 　 格
乾 　 　 宏 次
吉 村 　 賢 次
越 智 　 勝 也

理 事
常任理事

理 事
常任理事
　
　
代 行

　
　
　
　

　
　

　

常任理事
　

　

理 事
副会長

理 事
　
　

　
　
　
　

常任理事
　
理 事
　
　
　
　

副会長
理 事

　

桜 ケ 丘
谷 田 町
辻 町
辻 町 東
辻 町 北
辻 町 ア ー バ ン ラ イ フ
辻 町 第 一 東
辻 町 阪 奈
山 崎 町
生駒グリーンマンション
北 新 町
桜 台
ロ ー レ ル コ ー ト 生 駒
東 新 町
元 町 １ 丁 目
元 町 2 丁 目
メゾンドールクラヴィエ生駒
本 町
山 崎 新 町
仲 之 町
門 前 町
東 旭 ケ 丘
西 旭 ケ 丘
新 旭 ケ 丘
軽 井 沢 町
菜 畑 町
東 生 駒
月 見 ケ 丘
東 生 駒 南
東 生 駒 月 見 町
月見町第1ガーデンハイツ
月見町第2ガーデンハイツ
東 菜 畑 1 丁 目
東 菜 畑 北
東 菜 畑 2 丁 目
中 菜 畑 1 丁 目
中 菜 畑 2 丁 目
東生駒グリーンマンション
西 菜 畑 町
緑 ケ 丘
ハートフルビレッジ菜畑
壱 分 町 東
壱 分 町 西
壱 分 南
さ つ き 台
さ つ き 台 南
イトーピア生駒ファインコート
翠 光 台
南 山 手 台
有 里 町
フラワリータウン生駒
小 瀬 町
み な み 野 台
小 瀬 の 里
萩 原 町
青 山 台
藤 尾 町
西 畑 町
鬼 取 町
小 倉 寺 町
大 門 町
南 小 平 尾
北 小 平 尾
秋 津
萩 の 台
萩 の 台 住 宅 地
東 山 町
ローレルコートエスタ萩の台  
ローレルコート萩の台

中 村 　 雄 治
中 田 　 弘 司
綿 谷 　 一 郎
山 口 真 喜 子
金 本 　 哲 幸
森 岡 　 文 夫
目 面 　 秀 信
加 来 　 智 子
岡 田 　 信 男
鍛 治 田 保 義
日 野 　 詔 博
渡 部 　 和 子
清 川 　 康 明
福 田 　 佳 明
山 本 　 義 人
田 中 佐 登 志
富 崎 　 豊 美
� 川 　 　 章
紀 村 　 正 男
福 村 　 　 茂
長 田 　 吉 弘
奥 野 め ぐ み
南 　 　 忠 司
杉 田 　 富 夫
上 田 　 章 義
植 村 　 展 教
速 水 　 直 生
松 井 　 邦 友
秋 山 　 　 眞
西 野 　 秀 男
田 村 　 清 貴
梅 田 　 四 郎
中 川 　 義 三
池 田 　 和 正
馬 場 　 方 崇
野 島 　 由 二
伊 藤 征 史 郎
辻 　 麻 美 子
稲 葉 　 好 勝
松 岡 　 岳 史
橋 元 　 良 太
坂 本 　 剛 伸
小 金 澤 貫 一
三 好 　 圭 介
大 国 　 眞 道
酒 井 　 洋 幸
吉 田 ひ と み
阿 佐 　 隆 春
新 水 　 大 成
坪 井 　 洋 子
寺 井 　 美 江
田 中 　 康 博
田 中 比 佐 夫
山 徳 　 末 彦
西 澤 十 三 夫
由 布 　 正 俊
中 田 　 好 昭
北 川 　 博 俊
西 本 栄 次 郎
長 田 　 光 彦
奥 川 　 佳 則
玉 井 　 利 和
村 田 　 耕 一
三 浦 　 英 人
辻 本 　 光 夫
山 下 　 博 史
木 戸 　 健 治
山 田 　 　 武
礒 﨑 　 猛 夫

理 事

　
会 長

　
　
　
　
　
　
理 事
　
　
　
　
　
　

　
常任理事
　
　
　
　

　
　

　
　
　
副会長
　
　
理 事
　
副会長
理 事
　
　
　
　
　
　

常任理事
　

理 事
　
　
　
　

　

　
理 事
常任理事
　
　
　

自治会長名簿
令和5年度

128自治会
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高山製菓株式会社
〒630-0101生駒市高山町6785

検索

0120-6666-11 FAX0570-068-068
★ネット販売もご利用ください 高山製菓

Nice days, Together!Nice days, Together!

国内旅行・海外旅行

いこまツーリスト
※団体旅行、グループ旅行、個人旅行　お電話1本で予約・手配・
発券ができます。※他社パッケージ旅行の予約ができます。※各種
保険も取扱ってます。

☎ 73-3636（0743）
生駒市小明町541－3

【営業時間】
●月～金曜日
　AM10:00 ～ PM5:00
●定休日
　土・日曜日、祝・祭日
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まいこま編集後記まいこま編集後記
　今回のテーマである「みんなが参加し
たくなる自治会活動～多世代交流を増や
そう～」を受けて、子どもたちが参加し
てくれているイベントを取材させていた
だきました。
　報告されている活動からは、市内各地
でのコミュニケーションは盛んで、意欲
あるスタッフの方々の活躍が多く見受け
られました。
　今後はさらに参加していただく方を増
やし、防災等のイベントの充実をも図り
ながら地域の絆を増やす活動に繋げてい
きたいと感じました。　　　　　　（長崎）

編集委員長
　長﨑　　　格

編集委員
　飯尾　　　昇
　福田　　佳明
　西野　　秀男
　小金澤　貫一

～多世代交流を増やそう～～多世代交流を増やそう～みんな
が参加したくなる自治会活動みんな
が参加したくなる自治会活動企画から印刷まで 総合印刷会社

入力・編集・管理から製品まであらゆるデーター処理します。入力・編集・管理から製品まであらゆるデーター処理します。
どのような印刷物でもご相談下さい

☎0742-34-2161☎0742-34-2161

FROM PLANNING TO PRINTINGFROM PLANNING TO PRINTING

株式会社

昭文社
株式会社

昭文社
〒630-8031　奈良市柏木町176-1

〒 生駒市壱分町

往馬大社火祭り保存会

漏水調査、管内カメラ調査漏水調査、管内カメラ調査

3,3003,300円～円～（税込）（税込） 3,3003,300円～円～（税込）（税込）

お気軽に
ご相談ください！！

出張・見積もり・相談無料！！出張・見積もり・相談無料！！生駒市内 生駒市指定331号


